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ディープラーニングで見分ける生態系の動態

Studying ecosystem dynamics with deep neural networks
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　観測による生態学的データの取得には多くの苦労がともなってきた。そもそも観測対象として生物を選んだ

時点で困難がつきまとうのだが、生態学がターゲットとする森林・湿地・岩場・高山・海洋などのフィールド

で、学術研究に値する正確なデータを取得することに多大な時間と労力をかけてきた生態学者は多いことだろ

う。そのようなフィールド観測自体が生態学の醍醐味だと感じることも確かにあるが、新しい技術や考え方で

データ取得が容易になり研究がはかどるならば、我々はそれも受け入れるべきではないだろうか。本発表では

まず、観察し、仮説を立て、検証するという科学の手続きが、ビッグデータにもとづく「データ駆動型科

学」でどのように成り立つかを検討する。次に、ビッグデータ科学の応用例としてディープラーニングを検討

する。人工知能研究の進歩によって、従来はむずかしかった生態学的情報の抽出が可能となってき

た。ディープラーニングによって、人工衛星画像からさまざまな植生を判別したり、デジタルカメラによる静

止画や動画から特定の植物の存在を見分けたりすることが可能になっている。さらに、ディープラーニングに

よる時系列データ処理と将来予測についても紹介する。このように、強力なデータ取得ツールとしての

ディープラーニングについて学ぶことは陸域生態系の理解の促進に貢献すると信じたい。
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